
119. 訪問看護との連携・協働による地域包括ケアシステムにおける安
心・安全な歯科訪問診療教育システムの開発

福岡歯科大学　口腔歯学部成長発達歯学講座障害者歯科学分野　教授 森田　浩光

概要

　2025 年の地域包括ケアシステムの完成に向けて、訪問診療を通じて医療・介護の場で活躍できる歯科医師の育
成が急務となっている。本研究では、歯科訪問診療における全身のアセスメントから、急変を起こさないための
患者の全身管理上の Tips、診療中急変時の対応及び救急搬送に至る判断及び搬送手順、医科・訪問看護との連携
方法についての内容を含む歯科訪問診療マニュアルの作成、また、看護師との連携診療を見越した実践教育の場
（VR や患者ロボットを用いた擬似体験実習、訪問看護師同行による歯科訪問診療研修）の提供により、訪問看護
との連携により安心・安全な歯科訪問診療が行える教育システムを開発する。

背景および目的

　実際の歯科訪問診療現場では、稀に遭遇する患者の急変に対し、知識だけでは補えない初期対応や救急搬送の
判断などの問題があるため、安心・安全な歯科訪問診療の実践には、医科（医師・看護師）と協同したより実践
的なマニュアルの作成や訪問看護師との連携・協働による実践教育の場の提供が必要と考えられた。以上の背
景・必要性から、本研究では、診療前の口腔及び摂食嚥下機能を含めた全身のアセスメントから、急変を起こさ
ないための患者の全身管理上の Tips、診療中急変時の対応及び救急搬送に至る判断及び搬送手順、日常の医科と
の連携方法についての内容を含む実践的な歯科訪問診療マニュアルの作成・配布、さらに歯科単独での安全な歯
科訪問診療はもちろんのこと、将来的な医師・看護師との連携診療を見越した実践教育の場（ビデオ素材作成に
よる VR 機器を用いた仮想急変時対応実習、患者ロボットを用いた歯科訪問診療時の患者急変時対応の体験実習、
訪問看護師同行による歯科訪問診療研修）の提供により、安心・安全な歯科訪問診療が行える教育システムを開
発することを目的とした。

これまでの成果

　協同研究者を中心として、実践的な歯科訪問診療マニュアル（多職種による訪問診療での全身管理・口腔健康
管理マニュアル：全 201ページ）を作成した。本マニュアルには、歯科医師と訪問看護師の連携シートも収載し
た。
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図 1．実践的な歯科訪問診療マニュアル
実践的な歯科訪問診療マニュアルとして「多職種による訪問診療での全身管理・口腔健康管理マニュア
ル」を作成した。
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図 2．実践的な歯科訪問診療マニュアルの一部：急変時の初期対応
「多職種による訪問診療での全身管理・口腔健康管理マニュアル」収載の「急変時の初期対応」
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図 3．歯科医師と訪問看護師の連携シート１
歯科医師と訪問看護師が連携するための情報共有シート（見開き左側）
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図 4．歯科医師と訪問看護師の連携シート２
歯科医師と訪問看護師が連携するための情報共有シート（見開き右側）
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　製本したマニュアルは、福岡歯科大学口腔歯学部 4〜6年生、福岡看護大学 3・4年生、福岡医療短期大学歯科
衛生学科 3年生にそれぞれ配布し、福岡歯科大学の 5年生および歯科訪問診療関係者には福岡看護大学の訪問看
護の経験のある教職員の協力のもとで、マニュアルをもとに患者急変時のロボット実習を実施した。

図 5．ロボット実習風景
実践的な歯科訪問診療マニュアルをもとに、医師の指導のもとで急変時を想定したロボット実習を実施し
た。

　VR教材については、ロボット実習の内容をもとにシナリオを作成し、今後、撮影・編集後に、口腔歯学部学
生や臨床研修歯科医に仮想急変時対応実習を実施する予定である。また、訪問看護師同行による歯科訪問診療研
修については、COVID-19やインフルエンザの蔓延により、居宅歯科訪問診療への人数制限を行っているため実
施できていない。

今後の展望および課題

　今後は本助成金により作成・製本した実践的な歯科訪問診療マニュアル（多職種による訪問診療での全身管
理・口腔健康管理マニュアル）を研修歯科医をはじめ若手歯科医師、歯科衛生士に配布し、実際の歯科訪問診療
時に役立ててもらうとともに、VR教材が完成次第、より多くの歯科医療関係者に急変時の対応を体験してもら
う。訪問看護師同行による歯科訪問診療研修についても感染症が収束次第、開始する予定である。なお、以前に
実施した歯科医師と訪問看護師の双方の訪問診療連携についての意識調査のための、福岡市歯科医師会と福岡県
訪問看護ステーション連絡協議会へのアンケート調査については、現在、論文作成中である。さらに今後、本研
究成果をもとに、重篤な全身疾患や障害を有する患者への在宅歯科訪問診療時の訪問看護師の同行・同時介入に
ついて、次回の診療報酬改定の際の保険収載を目指して医療技術評価提案書を作成・提出予定である。このよう
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（完）

に本研究の成果を安心・安全な歯科訪問診療の実践に役立てていけるよう、今後も活動を継続していく予定であ
る。
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